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●平成１９年度康楽賞贈与式 
１月１８日[金]１０時～／長井記念ホール 
問い合わせ先： 

教員の部 総務部秘書課 tel：０８８-６５６-７００９ 
E-mail：hisoumuk@jim.tokushima-u.ac.jp 
学生の部 学務部学務課 tel：０８８-６５６-７１１１ 
E-mail：gkseikatuc@jim.tokushima-u.ac.jp 
 
●平成１９年度第２回ベンチャー研究会 
平成２０年１月２１日[月]１８時～／産学連携ホール 
問い合わせ先： 

研究連携推進機構 知的財産本部 産学連携研究企画部 
tel：０８８-６５６-７５９２ 
E-Mail：center@ccr.tokushima-u.ac.jp 
 
●第３６回徳島大学駅伝大会(第８回学長杯争奪駅伝大会) 
１月２６日[土] １０時３０分～／徳島中央公園 
問い合わせ先：学務部学務課 tel：０８８-６５６-７０８６ 
E-mail：gksenmn4@jim.tokushima-u.ac.jp 
 
●第３回徳島大学病院がん診療連携セミナー 
～緩和ケアの診療連携について～ 
平成２０年２月１０日[日]１０時～１２時 
ホテルグランドパレス徳島４階 オークルーム 
◆徳島大学がん診療連携センターについて ご挨拶 
◆徳島大学病院緩和ケアチームの紹介 １０時～１０時３０分 
◆癌患者の在宅医療 
～在宅緩和ケア・地域連携のツボ～ １０時３０分～１２時 
※セミナー後に情報交換会を予定 
問い合わせ先：徳島大学病院がん診療連携センター 
tel：０８８-６３３-７３１２ 
E-mail：ccr@clin.med.tokushima-u.ac.jp 
 
●徳島大学企業合同説明会 
２月１４日[木]～１５日[金] 
創成学習スタジオ[徳島大学工学部共通講義棟] 
問い合わせ先：就職支援室 tel：０８８-６５６-６０８９ 
E-mail：gkseisyu@jim.tokushima-u.ac.jp 
 
●徳島大学病院フォーラム２００８ 
「メタボリックシンドローム 
～適切なアドバイスをあなたに～」 
平成２０年２月１６日[土]１３時～１７時３０分 
徳島県郷土文化会館 
■市民公開講座 １３時～１５時 
「～メタボリックシンドローム～ 
適切なアドバイスをあなたに～」 
１階 大ホール　＊入場無料。ただし、聴講券が必要。 
聴講券は、応募者の中から抽選にて決定 
■医療従事者向け講演会 １５時３０分～１７時３０分 
「糖尿病」及び「高脂血症」４階大会議室 
問い合わせ先：徳島新聞社企画事業部 
tel：０８８-６５５-７３３１ 
E-mail：kikakubu@topics.or.jp 
 
●第４回徳島大学国際展開推進シンポジウム 
～母国で振り返る私の徳島大学留学時代～ 
２月２９日[金]１５時～／阿波観光ホテル４階 
入場無料 
問い合わせ先：研究国際部国際課 tel：０８８-６５６-７６３４ 
E-mail：kokusaikoryu@isc.tokushima-u.ac.jp 
 
●平成１９年度徳島大学卒業式・修了式 
平成２０年３月２４日[月]／アスティとくしま 
問い合わせ先：総務部秘書課 tel：０８８-６５６-７００９ 
E-mail：hisoumuk@jim.tokushima-u.ac.jp

 
■
附
属
図
書
館
で
学
術
講
演
会 

　
附
属
図
書
館
は
９
月
２８
日
、昨
年
公
開

さ
れ
た
映
画
「
バ
ル
ト
の
楽
園
」
の
チ
ー

フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、野
口
正
敏
さ
ん
を
お

迎
え
し
て
学
術
講
演
会『
人
間
愛
は
国
境

を
超
え
る
ー
映
画
「
バ
ル
ト
の
楽
園
（
が

く
え
ん
）」
』を
大
視
聴
覚
室
で
開
催
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
講
演
会
は
平
成
３
年
度
か
ら
毎
年

開
催
し
今
回
で
１９
回
目
を
迎
え
ま
す
。 

　
当
日
は
一
般
市
民
約
８０
人
を
は
じ
め
、

本
学
の
学
生
・
教
職
員
・
図
書
館
職
員
及

び
県
内
図
書
館
関
係
者
ら
で
会
場
が
満

席
と
な
る
約
１
０
０
人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

講
演
後
に
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
、盛
況

の
中
終
了
し
ま
し
た
。 

 

■
地
域
医
療
に
関
す
る 

協
定
を
締
結
し
、県
立
病
院
内
に 

地
域
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置 

　
徳
島
大
学
で
は
、徳
島
県
と
連
携
し
て

地
域
医
療
を
担
う
総
合
診
療
医
の
育
成

な
ど
を
目
指
し
９
月
２６
日
に
、徳
島
県
庁

で「
地
域
医
療
研
究
の
実
施
に
関
す
る
基

本
協
定
」
を
締
結
し
、
１０
月
１
日
に
は
徳

島
県
立
海
部
病
院
内
に
地
域
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。 

　
協
定
は
、地
域
医
療
に
関
す
る
取
組
の

一
環
で
、県
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、こ
れ
ら

の
分
野
、セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
①
地

域
医
療
に
貢
献
す
る
医
療
人
育
成
の
た

め
の
地
域
密
着
型
臨
床
実
習
、②
総
合
診

療
医
育
成
の
た
め
の
一
貫
教
育
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
作
成
、③
地
域
医
療
機
関
に
お

け
る
効
果
的
連
携
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
研
究

に
本
学
と
県
が
共
同
し
て
取
り
組
む
と

し
て
い
ま
す
。 

　
本
学
で
は
、こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、大

学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部

に「
地
域
医
療
学
分
野
」
を
設
置
し
、ま
た
、

平
成
２０
年
８
月
か
ら
医
学
部
３
〜
４
年

生
を
対
象
と
し
地
域
医
療
の
現
状
や
総

合
診
療
医
の
役
割
を
学
ぶ
講
義（
必
修
）

を
始
め
る
予
定
で
あ
る
ほ
か
、平
成
２０
年

度
か
ら
は
医
学
部
３
〜
６
年
生
を
対
象
に

講
義
や
海
部
病
院
で
の
実
習
、大
学
院
で

も
講
義
や
実
習
を
取
り
入
れ
る
計
画
で
す
。 

 

■
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７ 

　
徳
島
大
学
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ

エ
ン
ス
研
究
部
で
は
、本
年
で
７
回
目
と

な
る
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
０
７
」
を
９
月
２８
日
（
金
）に
、知

的
財
産
本
部
と
の
共
催
で
、（
独
）科
学
技

術
振
興
機
構
Ｊ
Ｓ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
徳

島
の
後
援
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。 

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、大
学
院
ソ
シ
オ

テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
に
お
け
る
研

究
成
果
を
広
く
地
域
の
人
々
に
公
開
し
、

地
域
に
お
け
る
科
学
技
術
の
振
興
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
と
も
に
、

本
研
究
部
の
研
究
活
動
の
情
報
公
開
や

研
究
内
容
の
説
明
責
任
、企
業
の
方
か
ら

の
共
同
研
究
の
シ
ー
ズ
の
提
案
な
ど
も
視

野
に
入
れ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は「
重
点
研
究
テ
ー
マ
」
を『
環
境

技
術
』と
設
定
し
、大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ

サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
の
研
究
成
果
を
は
じ

め
と
す
る
計
２９
件
を
ポ
ス
タ
ー
展
示
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
担
当
教
員
が
説
明
を

行
い
、学
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

■
若
手
研
究
者
を
学
長
表
彰 

　
徳
島
大
学
で
は
、「
若
手
研
究
者
学
長

表
彰
」
制
度
に
よ
る
学
長
表
彰
を
１１
月
２

日（
徳
島
大
学
開
学
記
念
日
）に
実
施
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
表
彰
制
度
は
、若
手
研
究
者
の
研

究
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、若
手

研
究
者
が
自
立
し
て
研
究
で
き
る
環
境
の

整
備
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、昨
年

度
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
二
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、全
学
か
ら

十
四
名
の
部
局
長
等
か
ら
の
推
薦
が
あ
り
、

研
究
業
績
、所
属
部
局
独
自
の
支
援
策
、

将
来
性
を
総
合
的
に
評
価
し
、四
十
歳
未

満
の
若
手
研
究
者
五
名
が
表
彰
さ
れ
、学

長
か
ら
賞
状
と
、研
究
支
援
経
費
と
し
て

百
万
円
の
支
給
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
叙
位
叙
勲 

　
平
成
１９
年
秋
の
生
存
者
叙
勲
を
次
の

方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

瑞
宝
中
綬
章 

小
林 

邦
博
（
８０
） 

元 

徳
島
大
学
工
学
部
教
授 

徳
島
大
学
名
誉
教
授 

教
育
研
究
功
労 

瑞
宝
中
綬
章 

大
黒 

成
夫
（
８０
） 

元 

徳
島
大
学
医
学
部
教
授 

徳
島
大
学
名
誉
教
授 

教
育
研
究
功
労 

瑞
宝
中
綬
章 

田
上 

重
美
（
８０
） 

元 

徳
島
大
学 

工
業
短
期
大
学
部
教
授 

徳
島
大
学
名
誉
教
授 

教
育
研
究
功
労 

瑞
宝
中
綬
章 

鶴
田 

正
治
（
８１
） 

元 

徳
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授 

徳
島
大
学
名
誉
教
授 

教
育
研
究
功
労 

瑞
宝
双
光
章 

藤
田 

勝
彦
（
６５
） 

元 

徳
島
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

放
射
線
部
診
療
放
射
線
技
師
長 

保
健
衛
生
功
労 

 

■
学
生
の
保
護
者
代
表
と 

学
長
と
の
懇
談
会 

　
平
成
１９
年
１１
月
２０
日（
火
）、工
学
部
共

通
講
義
棟
大
会
議
室
で「
学
生
の
保
護
者

代
表
と
学
長
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
懇
談
会
は
今
回
で
９
回
目
と
な
る

も
の
で
、各
学
部
生
の
保
護
者
代
表
１７
名

と
青
野
学
長
、川
上
副
学
長
、黒
田
副
学

長
、小
林
副
学
長
及
び
各
学
部
長
等
が
出

席
し
ま
し
た
。 

　
最
初
に
青
野
学
長
か
ら
徳
島
大
学
の

現
状
に
つ
い
て
、黒
田
副
学
長
か
ら
地
域

連
携
に
つ
い
て
、伊
藤
就
職
支
援
室
長
か

ら
就
職
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

引
き
続
き
、保
護
者
代
表
か
ら
教
育
、進
路
・

就
職
、施
設
・
整
備
、地
域
貢
献
等
に
つ
い

て
意
見
・
質
問
が
出
さ
れ
、徳
島
大
学
の

教
育
・
学
生
支
援
及
び
地
域
貢
献
へ
の
取

り
組
み
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
再
確

認
さ
せ
ら
れ
る
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

■
大
学
院
生
及
び 

学
部
卒
業
予
定
者
と
学
長
と
の 

懇
談
会 

　
平
成
１９
年
１１
月
２９
日（
木
）、工
学
部
共

通
講
義
棟
大
会
議
室
で「
大
学
院
生
及
び

学
部
卒
業
予
定
者
と
学
長
と
の
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
大
学
院
生
と
の
懇
談
会
は
今
回
で
７

回
目
と
な
る
も
の
で
、各
研
究
科
・
教
育

部
の
大
学
院
生
１４
名
が
、学
部
卒
業
予
定

者
と
の
懇
談
会
は
今
回
で
９
回
目
と
な
る

も
の
で
、各
学
部
の
卒
業
予
定
者
９
名
が
、

大
学
側
か
ら
は
青
野
学
長
、川
上
副
学
長
、

長
尾
副
学
長
及
び
各
研
究
科
・
教
育
部
長

（
学
部
長
）等
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
青
野
学
長
か
ら
徳
島
大
学
の
現
状
に
つ

い
て
、長
尾
副
学
長
か
ら
本
学
の
研
究
の

現
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、事
前
に

寄
せ
ら
れ
た
学
生
か
ら
の
意
見
・
質
問
を

基
に
、川
上
副
学
長
、各
研
究
科
・
教
育
部

長（
学
部
長
）等
か
ら
各
部
局
の
現
状
説

明
を
含
め
、回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

　
学
生
か
ら
は
、修
学
、学
生
生
活
、施
設
・

設
備
、進
路
・
就
職
等
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
、有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。 

■
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
式 

　
１１
月
２６
日（
月
）、徳
島
大
学
を
退
職
さ

れ
た
太
田
房
雄
元
大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
教
授
に
名
誉
教
授
の

称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
学
の
名
誉
教
授
は
こ
れ
に
よ
り
３
０

６
人
（
徳
島
大
学
２
９
３
人
、工
業
短
期

大
学
部
７
人
、医
療
技
術
短
期
大
学
部
６

人
）と
な
り
ま
し
た
。 


